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日
本
の
道
路
の
舗
装
率
は

90
％
を
超
え
、
森
林
を
身
近
に
感
じ
る
人
は
年
々
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
だ
が
、
防
災
や
浄
水
、
地
球
温
暖
化
防
止
な
ど
暮
ら
し
を
守
る
森
林
の

機
能
は
決
し
て
軽
視
で
き
な
い
。
昨
年
か
ら
今
年
に
か
け
森
林
に
関
す
る
法
律
の
改
正
が
立
て
続
け
に
進
ん
だ
。
2
0
2
4
年
度
か
ら
は
全
国
民
が
＿
人
当
た
り
千
円
の
森

林
環
境
税
を
支
払
う
こ
と
に
も
な
っ
て
い
る
。
法
改
正
の
背
景
に
は
何
が
あ
る
の
か
。
あ
ら
た
め
て
日
本
の
森
林
の
ゆ
く
え
と
私
た
ち
の
暮
ら
し
を
考
え
て
み
た
。
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毎
年
花
見
に
行
く
よ
う
な
な
じ
み
深

い
公
立
公
園
が
、
あ
る
日
突
然
、
耳
慣

れ
な
い
民
問
企
業
に
よ
っ
て
管
理
・
経

営
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
地
域
住
民

に
愛
さ
れ
て
い
た
桜
並
木
は
伐
採
さ
れ

て
チ
ッ
プ
に
な
っ
た
が
、
跡
地
に
新
し

い
木
は
植
え
ら
れ
な
い
ー

。
そ
ん
な

話
が
近
隣
で
持
ち
上
が
っ
た
ら
、
ど
う

思
う
だ
ろ
う
か
。
し
か
も
、
企
業
が
そ

の
公
園
で
ど
の
よ
う
に
利
益
を
得
る
か

は
原
則
自
由
で
、
契
約
期
間
が
終
了
し

た
後
は
原
状
回
復
す
る
義
務
も
な
い
。

近
所
の
公
園
と
は
言
い
難
い
が
、
こ

の
よ
う
な
法
整
備
が
日
本
の
森
林
を
舞

台
に
進
ん
で
い
る
。
今
年
6
月
に
成
立

し
た
「改
正
国
有
林
野
管
理
経
営
法
」
は、

国
民
の
共
通
財
産
で
あ
る
国
有
林
に
育

つ
木
を
伐
採

・
販
売
で
き
る
権
利

（樹

木
採
取
権
）
を
つ
く
り
、
民
間
企
業
に

そ
の
権
利
を
与
え
る
法
律
だ
。

こ
れ
ま
で
は
伐
採
可
能
な
時
期
と
場

国
有
林
伐
採
の
法
律
が
成
立

「
意
欲
と
能
力
の
あ
る
経
営
者
に
森

こ
こ
で
も
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
成
長
戦
略
の
柱
の
一
っ
だ
っ
た
農
業
改
革
。
そ
の
改
革
の
手
は
、
農
地
か
ら
森
林
へ
と
向
か
っ
た
。
林
業
界
に
求
め
ら
れ
る
「
成
長
」
。
そ
の
物
差
し
は
、

木
を
大
蘊
に
伐
採
す
る
木
材
生
産
蜃
か
。
そ
れ
と
も
環
境
保
全
型
の
新
た
な
担
い
手
の
増
加
な
の
か
。

所
を
設
定
し
、

1
年
ご
と
に
入
札
で
業

者
を
決
定
し
て
い
た
。
今
回
の
法
改
正

に
よ

っ
て、

業
者
が

一
定
の
負
担
金
を

出
す
か
わ
り
に
、
数
百
ヘ
ク
タ
ー
ル
単

位
の
広
大
で
ま
と
ま
っ
た
面
積
を
最
大

50年
の
長
期
に
わ
た
っ
て
伐
採
す
る
特

権
を
与
え
ら
れ
る
。
伐
採
後
に
苗
木
を

植
え
直
す

（再
造
林
）
義
務
は
な
い
。

本
来
、
林
業
は

1
0
0
年
以
上
の
サ

イ
ク
ル
を
見
据
え
、
植
樹
、
育
成
、
伐

採
の
循
珠
に
よ

っ
て
成
り
立
つ
が
、
こ

の
規
定
の
も
と
で
は
業
者
は
、
木
々
を

い
か
に
効
率
よ
く
伐
採
し
て
販
売
す
る

か
に
集
中
で
き
る
。
現
場
の
林
業
者
に

は
伐
採
批
の
ノ
ル
マ
が
課
せ
ら
れ
ス
ピ

ー
ド
も
求
め
ら
れ
る
。
山
を
崩
さ
な
い

よ
う
な
現
境
へ
の
配
盛
は
な
く
大
型
機

械
で
の
荒
い
施
業
に
な
り
が
ち
だ
。
こ

う
し
た
生
産
性
重
視
の
施
策
は
ど
の
よ

う
な
方
針
で
つ
く
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

相
次
ぐ
林
業
の
法
改
正
、

林
を
集
約
し
、
大
規
模
化
を
進
め
ま
す
」

(
2
0
1
8年
1
月
施
政
方
針
演
説
）
と

安
倍
晋
三
首
相
が
宜
言
し
た
よ
う
に
、

今
の
林
業
は
森
林
の
集
約
化
を
進
め
、

大
凪
伐
採
と
大
屈
の
木
材
販
売
に
よ
る

「
成
長
」
を
目
指
し
て
い
る
。
戦
後
の

日
本
の
林
業
政
策
を
見
続
け
て
き
た
愛

媛
大
学
名
脊
教
授
の
泉
英
二
さ
ん
は
、

12
年
か
ら
始
ま
っ
た
第
2
次
安
倍
内
閣

の
「
成
長
戦
略
」
を
こ
う
振
り
返
る
。

「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
第
3
の
矢
と
し

て

「
日
本
再
典
戦
略
j

が
策
定
さ
れ

(17
年
か
ら
は

「未
来
投
汽
戦
略
」
）
、
林

業
の
成
長
産
業
化
を
掲
げ
、
森
林
の
経

営
管
理
を

「意
欲
あ
る
林
業
経
営
者
j

に
集
約
化
さ
せ
る
方
向
性
が
示
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
民
有
林
の
管
理
を
市
町
村

が
行
う
仕
組
み
や
国
有
林
の
活
用
は
こ

こ
か
ら
提
起
さ
れ
た
も
の
で
す
」

「
未
来
投
資
戦
略
2
0
1
7
」
の
提

起
で
、
ま
ず
法
制
定
に
向
か

っ
た
の
は
、

一
般
市
民
が
所
有
す
る
民
有
林
を
対
象

に
し
た

「森
林
経
営
管
理
法
」
だ
っ
た
。

こ
の
法
律
は
民
有
林
の
う
ち
、
「
所
有

者
は
意
欲
が
な
く
、
管
理
で
き
て
い
な

背
景
に
は
何
が
？

漫
画
／
所
ゆ
き
よ
し

文
／
上
垣
喜
窃

い
」
と
市
町
村
が
判
断
し
た
山
を
取
り

ま
と
め
、
森
林
組
合
や
業
者
に
委
託
し

て
伐
採
す
る
も
の
だ
。
所
有
者
の
同
意

が
な
く
て
も
市
町
村
の
勧
告
な
ど
が
あ

れ
ば
伐
採
で
き
る
特
例
も
あ
り
、
泉
さ

ん
は

「行
政
の
強
権
性
が
際
立
っ
て
い

る
」
と
問
題
を
指
摘
す
る
。

ま
た
、

未
来
投
資
戦
略
の
審
議
に
は
、

大
手
人
材
派
造
会
社
パ
ソ
ナ
グ
ル
ー
プ

の
竹
中
平
蔵
会
長
が
民
間
議
員
と
し
て

参
加
し
て
お
り
、

空
港
や
道
路
、
上
下

水
道
と
い

っ
た
公
共
イ
ン
フ
ラ
の
運
営

を
民
間
へ
切
り
替
え
よ
う
と
提
案
し
た

．

と
い
う
。
泉
さ
ん
は
「
国
有
林
野
も
そ

の

一
現
で
し
た
」
と
話
す
。

こ
の
と
き
竹
中
会
長
が
提
案
し
た
の

が、

「
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
方
式
」

の
祁

入
で
、
公
共
施
設
の
所
有
権
を
公
的
機

関
に
残
し
た
ま
ま
、
運
営
権
の
み
を
民

間
事
業
者
に
設
定
す
る
も
の
だ
。
国
有

林
の
而
租
は

7
5
8
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、

東
北
6
県
が
す
っ
ぽ
り
入
る
ほ
ど
広
い
。

広
大
な
国
有
林
に
育
つ
木
の
伐
採
と
販

売
を
民
間
業
者
に
与
え
る
コ
ン
セ
ッ
シ

ョ
ン
方
式
は
、
業
者
の
利
益
に
直
結
す
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rどうなる? B本の森林―-「叡らしを守る森」のゆくえ ／ 

淘
汰
さ
れ
る
小
規
模
林
業
者

泉
さ
ん
は
、

「
一
部
の
営
利
企
業
が

木
材
伐
採
の
た
め
だ
け
に
長
期
に
わ
た

り
独
占
的
に
利
用
で
き
る
よ
う
な
法
律

の
運
用
と
な
れ
ば
、
国
民
の
共
通
財
産

と
し
て
の
本
来
の
在
り
方
か
ら
逸
脱
す

る
」
と
指
摘
す
る
。
国
有
林
整
備
の
基

本
方
針
は
「
国
土
と
環
様
保
全
の
公
益

的
機
能
を
重
視
す
る
」
と
い
う
も
の
だ
。

販
売
の
た
め
む
や
み
に
伐
採
す
る
林
業

施
業
は
こ
れ
に
沿
う
の
か
、
疑
問
が
残

る
。12

年
以
降
の
法
整
備
は
、
大
規
模
集

約
化
し
た
林
業
へ
の
流
れ
で

一
貰
し
て

い
る
。
そ
の
前
提
は

「多
く
の
森
林
所

有
者
は
森
林
経
営
の
意
欲
が
低
い
」
と

い
う
も
の
だ
が
そ
れ
は
事
実
だ
ろ
う
か
。

日
本
列
島
は
、
そ
の
面
積
の
約
6
7
%

が
森
林
に
覆
わ
れ
、
多
種
多
様
な
木
々

が
育
つ
世
界
有
数
の
森
林
大
国
だ
。
樹

J̀
 

齢
50年
の
人
工
林
を
指
し
て
「
今
が
伐

り
時
」
と
い
う
声
も
あ
る
が
、
ス
ギ
の

樹
齢
は
一
律
で

50年
と
は
言
い
難
い
。

戦
時
中
の
強
制
伐
採
を
免
れ
た
地
域
は

樹
齢
1
0
0
年
を
超
え
る
人
工
林
地
帯

が
多
い
の
も
事
実
だ
。
2
0
0
年
以
上

の
ス
ギ
林
の
あ
る
奈
良
県
の
吉
野
地
域

に
は
、
育
て
て
良
い
木
を
残
す
伝
統
的

技
法

（長
伐
期
多
間
伐
）
が
あ
り
、
質

る
。

の
維
持
を
心
が
け
る
林
業
経
営
者
も
い

る
。
ま
た
、
全
国
で
長
期
育
成
を
す
る

林
業
者
は
数
多
く
、
「
今
年
は
伐
ら
な

い
」
と
い
う
選
択
肢
を
持
つ
。

高
知
県
土
佐
消
水
市
で

50
ヘ
ク
タ
ー

ル
ほ
ど
の
森
林
経
営
を
す
る
浜
口
和
也

さ
ん
は
、
林
業
の
成
長
産
業
化
に
理
解

を
示
す
も
の
の
、
そ
の
成
長
の
物
差
し

に
は
首
を
か
し
げ
る
。
「
営
利
最
優
先

で
森
に
入
れ
ば
、

短
期
間
で
過
剰
な
伐

採
を
し
た
り

（
一
定
而
梢
を
す
べ
て
伐
採

す
る
）
「皆
伐
J

を
し
た
後
、
再
造
林

し
な
か
っ
た
り
、
環
境
に
負
担
を
か
け

る
よ
う
な
森
が
増
え
る
で
し
ょ
う
。
現

時
点
で
も
、
大
規
模
な
伐
採
跡
地
の
崩

壊
も
目
立
っ
て
き
て
い
ま
す
」
と
浜
口は

さ
ん
。
浜
口
さ
ん
が
活
動
す
る
同
県
幡

た多
地
域
で
は
、

大
規
模
な
皆
伐
や
過
度

な
問
伐
が
広
が
っ
て
い
る
。
大
型
機
械

を
使
う
た
め
に
、
山
に
幅
の
広
い
道
を

担
い
手
育
成
に
税
金
活
川
を

切
り
開
く
の
で
、
山
は
削
ら
れ
、
ひ
と

た
び
豪
雨
や
台
風
が
来
る
と
、
谷
か
ら

崩
壊
し
た
り
風
を
受
け
止
め
き
れ
ず
に

風
倒
木
が
続
出
す
る
な
ど
、
森
林
の
荒

廃
が
進
む
。
さ
ら
に
「
大
批
の
木
材
が

市
場
に
流
れ
れ
ば
供
給
過
剰
に
な
り
‘

/

木
材
価
格
が
低
下
し
ま
す
。
私
た
ち
の
＼

よ
う
に
や
み
く
も
に
木
を
伐
採
せ
ず
、

環
様
保
全
を
第

一
に
作
業
し
て
い
る
小

規
模
林
業
者
は
洵
汰
さ
れ
か
ね
ま
せ

ん
」
と
浜
口
さ
ん
は
眉
を
ひ
そ
め
る
。

林
業
は
も
と
よ
り
、

1
次
産
業
の
最

大
の
課
題
は
、
将
来
の
担
い
手
不
足
だ
。

1
9
5
5年
に

50万
人
以
上
い
た
林
業

従
事
者
は
、
今
で
は

5
万
人
を
割
っ
た

'（2
0
1
5年
林
野
庁
）
。
林
業
者
の
減

少
を
食
い
止
め
る
た
め
に
も
、
山
を
集

約
し
伐
採
現
場
を
与
え
よ
う
と
い
う
の

a
 

が
国
の
狙
い
で
も
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か

し
、
良
い
木
を
残
し
て
育
て
る
林
業
者

を
育
成
す
る
視
点
も
必
要
だ
。

高
知
県
は
次
規
模
林
業
へ
の
補
助
は

し
つ
つ
も
、
小
さ
な
林
業
家
、
担
い
手

を
育
て
る
珠
境
を
整
え
る
と
い
う
画
期

的
な
施
策
を
打
ち
だ
す
。
14
年
度
に
「高

知
県
小
規
模
林
業
推
進
協
議
会
」
を
設

臨
し
、
安
全
装
備
や
研
修
費
用
、
保
険

代
、
作
業
道
敷
設
（
国
の
支
援
の
な
い

細
幅
の
道
）
な
ど
規
模
の
大
小
に
関
係

な
く
補
助
す
る
。
初
年
度
45
人
だ
っ
た

同
会
の
会
員
数
は
、
5
年
た
っ
た
現
在

5
6
0
人
に
増
え

「
3
0
0
人
以
上
が

実
際
に
林
業
を
始
め
て
い
る
」
と
同
会

代
表
の
中
嶋
健
造
さ
ん
は
言
う
。

台
風
被
害
が
相
次
ぎ
、
倒
木
を
安
全

に
処
理
で
き
る
ス
キ
ル
を
持
つ
林
業
者

は
ま
す
ま
す
貴
重
な
存
在
に
な
る
。
S

D
G
S

（
持
続
可
能
な
開
発
目
椋
）
に
よ

り
、
安
易
な
大
規
模
伐
採
よ
り
も
、
、現

境
保
全
型
の
森
づ
く
り
の
ニ

ー
ズ
は
泄

界
的
に
高
ま
っ
て
い
る
。

24
年
度
か
ら
国
民
が
徴
収
さ
れ
る

「
森
林
現
境
税
」
の
予
算
規
模
は

6
0

0
億
円
を
超
え
る
。
そ
の
使
途
は
自
治

体
に
委
ね
ら
れ
る
が
、
木
材
を
伐
り
、

そ
の
木
材
の
利
活
用
を
進
め
る
自
治
体

は
少
な
く
な
い
。

一
過
性
の
使
わ
れ
方

で
は
な
く
、
次
世
代
の
担
い
手
の
た
め

に
使
う
工
夫
が
試
さ
れ
て
い
る
。

，
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